
平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 1

単位施策名称 4 協働型環境づくりの推進

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 50 55 60 65 70

実績値 40 47 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 3,168 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,968 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 6,600 6,700 8,000 9,000 10,000

実績値 6,533 8,781 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 2,725 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,725 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01 協働型環境づくり事業

環境関係コンテンツの閲覧

数

件

千円

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

総合的な環境対策の推進

施策の方向性

●環境に配慮したライフスタイル、ワークスタイルの啓発を行います。

●誰もが環境に配慮した行動を実践できるシステムづくりを推進します。

生活環境部

1 住民・事業者・行政の協働連携により取り組む環境づくりの活動数 回

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 443 0 0 0 0

うち、一般財源額 243 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

協働型環境づくり事業 1 達成 高 低 手法改善

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 協働型環境づくり事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。手法改善

千円

10 千円

今後の方向性

生活環境部長　戸田　秀生

雨天等により当初の活動数が見込みを下回ったことによるものです。

ボランティアの参加者増を目指して対象経費を見直します。

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 千円

4 千円

1 動物愛護管理推進事業 千円

2 千円

事業名称

ボランティア参加者を増やすなどして事業を活性化させていきます。

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 1 総合的な環境対策の推進

単位施策 4 協働型環境づくりの推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

1,725 1,096 3,870 1,280 8,162

環境関係コンテンツの閲覧数 件

6,600 6,700 8,000 9,000 10,000

8,781 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

事

業

費

2,725 1,101 3,870 1,280

0 0

0 0 0 0 0

8,162

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 5 0

1,000 0

平成

314101

生活環境部 環境課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

協働型環境づくり事業

第2次環境基本計画を周知するため、住民団体、事業者と協働し、平成29年2月に「ふちゅう環境の集い

と第10回緑の仲間フェスタ」を合同開催し、約1300人の来場がありました。

自主的に環境活動を行う団体(11団体)に対し、くらすば環境づくり助成を行い環境づくりの支援を行い

ました。

家庭の温暖化防止活動の推進を行う府中町脱温暖化市民協議会の環境家計簿や緑のカーテン普及事業に

ついて、周知啓発協力を行い、また、事務局として事業の後方支援を行いました。

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

手法改善

0

0

くらすば団体や脱温暖化市民協議会の高齢化により環境ボランティア数が減少しています。

環境イベントの来場者数が目標を達成できなかったため集客の工夫が必要と考えます。

平成29年度にボランティアの参加者が増えるようくらすば助成事業の対象経費を見直します。

環境課長　屋敷　学

今後の方向性 手法改善

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま

す。


